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X線連星パルサー 4U1626−67におけるスピンダウン期とアップ期でのX

線スペクトルの比較
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4U 1626−67は、パルス周期が 7.7秒、公転周期が 42分のX線連星パルサーであり、96年のBeppo-SAX衛星
の観測によって 37 keVにサイクロトロン共鳴吸収構造が確認されている。2009年春季年会において、2006年の
スピンダウン期の「すざく」衛星による観測から、サイクロトロン共鳴吸収構造が自転周期の位相によって吸収
から輝線に変化することを報告した (Iwakiri et al. 2012)。この観測の後、4U 1626−67は 2008年に 18年振りの
スピンダウン期からアップ期への状態遷移が確認され、約 3倍のX線光度の増光が観測された (Camelo- Arranz
et al.2010)。また、10 keV以下の帯域におけるパルスプロファイルは、台形構造からするどい 2山構造へと変化
した (Jain et al.2010)。これをうけて我々は、「すざく」衛星とRXTE衛星によるスピンアップ期の 2010年にお
ける観測データの詳細な X線スペクトル解析を行った。その結果 2006年に取得された自転周期の位相平均スペ
クトルとの比較を行うと、連続成分で低エネルギー側のベキが～0.2から～0.5へとソフトに変化した以外は、連
続成分のカットオフエネルギー (～7 keV)や共鳴吸収線のエネルギー (～37 keV)、幅 (～5 keV)に有意な変化は
見られなかった。さらに位相別のスペクトル変化を追うと、2006年に吸収から輝線へと変化が見られた最も暗い
位相では、輝線でも吸収線でも再現できない構造が確認された。本講演では、これらの観測結果を受けてスピン
ダウン期からアップ期への移行により、降着円筒がどのように変化したかについて考えられる可能性を報告する。


